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書
同

日

明

襲

撃

轟

v

t
つ
な
ん
」
ろ
う
。
一
離
な
ど
を
主
ま
し
く
注
意
じ
て
喜
一
重
う
ち
だ
ば
長
女
霊
視
に
な
工
と
い

R
Z器
関

係

官

工

事

ル

議

顎

草

署

融

制

ぶ

轟

ノ

644千
五
島

」

鞠

欝

議

噸

混

一

教

育

長

い

ま

自

ζ

ど
も
た
ち
の
再
す
ん
い
き
に
さ
せ
る
と
い
品
躍
が
た
つ
て
し
ま
っ
ち
テ
レ
ビ
は
じ
険
五
五
一
で
き
、
そ
の
き
に
、
ょ
い
と
思
っ
一
・

t
d
.

，
e
!
J
d

自

J

山

一

ド

牧

民

躍

的

一

訪

問

創

刊

日

以

下

M4U肝
心

ロ

伝

説

日

日

一

U
九
日
間
一
日
闘
い

rq一
日

れ

れ

れ

ば

日

間

品

目

町

一

回

出

る

安

易

ま

O
X式
日
プ
只
ト

話
謬
饗
鱗
議
輔
君
一
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
会
議
…
警
の
明
る
さ
に
関
係
が
あ
る
白
で
ま
一
テ
レ
ピ
重
た
あ
と
、
張
先
に
な
っ
一
室
な
ど
で

ζ
Eた
問
題
者
一
室
い
一

尚

一

議

選

欝

奪

三

一

の

事

長

ぎ

な

富

で

き

つ

art-一j
i
u
-
-
iい

草

2
2フ

ζ

と
か
必
要
だ
と
雪
一
審
重
と
い
れ
ま
と
い
わ
一
も
あ
る
。
を
に
考
え
た
い
ζ

在
、

iに
な
っ
て
い
語
も
喜
一

叫
敬
重
量
教
育
長
任
以
来
、
一
し
か
し
雲
む
由
主
力
や
遊
説
飽
了
、
崇
善
小
白
P
T
A
の
会
合
で
あ
一
ど
を
や
J
は
げ
は
は
・

1暗
に
は
一

i

E

z

-

-

7

、
己
主
も
が
テ
レ
ピ
や
幻
灯
な
ど
を
一
テ
レ
ピ
量
は
、
与
え
主
る
も
の
だ
一
つ
で
あ
る
。
察
官
知
識
宝
せ
島

民
運
の
「
蓄
の
声
」
量
い
て
教
育
一

3と
れ
を
も
な
っ
て
奏
し
て
い
一
え
妻
の
照
一
明
度
に
つ
い
足
、
揺
一

f
i
z
z
-

一
通
し
て
襲
す
る
知
識
は
た
い
へ
ん
な
一
宮
、
皇
官
て
見
る
、
批
判
的
に
一
つ
的
で
ご
と
た
り
る
正
う
な
チ
ス
ト
を

殿
町
唯
一
日
締
結
貯

-RH一

月

日

日

計

一

明

日

目

一

門

誌

は

日

刊

誌

抗

野

口

一

一

ほ

ん

と

う

の

教

脊

一

間

炉

問

民

誌

は

一

向

日

目

別

枠

材

料

一

日

一

肝

心

的

訂

u
t
u
r
k
m昔
話
日
目
立
純
一
位
向
日
炉
問
」
せ
つ
だ
き
。

す

の

あ

ら

ま

き

重

量

で

一

問

い

ー

と

心

き

ら

長

け

て

ま

一

て

言

、

事

長

話

題

宅

一

一

乙

と

だ

す

.

一

じ

た

事

2
3雲
、
一
票
走
る
一
方
居
可
安
易
な
互
い

2
告

書

小

学

校

量

産

車

Eて
も
い
え
る
こ
と
岬

明
書
乙
と
宝
き
ん
で
い
る
・
一

t
f
i全
員
の
謁
査
を
ず
る
が
、
一
一
川
一
一
戸
唱
え
お
く
れ
の
子
の
警
や
一
ひ
と
U
ひ
と
り
主
義
遣
に
需
品
一
鞍
曹
長
私
も
よ
く
右
足
基
一
体
表
さ
れ
て
い
な
い
知
識
を
、
重
一
詰
め
込
み
主
議
に
お
ち
い
り
や
す
く
な
一
葉
酷
コ
ー
ナ
ー
を
開
設
し
た
ζ

喜
一
学
書
簡
だ
け
可
能
力
が
あ
る
レ

一
と
こ
ろ
雫
宮
籍
軍
一
一
霊
一
江
ん
と
し
て
島
宇
投
て
き
e
壁
一
な
い
@
ほ
か
に
も
多
く
の
富
が
雪
一
「
広
報

E
っ
か
」
四
月
号
に
で
て
い
一
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
通
じ
た
指
唱
を
一
が
、
新
号
ラ
ジ
才
、
本
@
話
な
ど
で
一
議
で
白
き
ん
で
し
雪
と

2
一
る
己
と
と
望
し
て
い
莞
こ
う
い
う
一
す
で
に
「
広
報

2
っ
と
で
お
知
ら
な
い
と
か
き
め

Eま
う
と
一
喜

一

了

持

久

恵

な

EUL号
先

輩

不

一

義

え

3・し
t、
近
穫
量
一
た
「

E語
教
室
」
な
ζ
平
塚
市
一
し
て
育
て
て
い
る
が
害
警
一
議
し
、

3り
旨
か
っ
た

2
5
2望

者
と
い
一
議
選
、
ζ

一

言

た

ち

吉

田

ふ

一

一

一
台
般
会
計
当
初
予
言
一
一
千
四
億
七
五
ご
警
告
に
お
い
て
も
、
一
思
議
、
書
留
で
は
な
い
は
豪
華
、
警
に
民
主
党
一
君
。
だ
か
ら
襲
警

Eと
一
白
が
は
っ
き
白
し
:
つ
昔
、
一

2・

一

長

選

む

に

あ

た

っ

て

、

案

者

一

せ

し

た

・

2
3
A更鍾
に
が
い
だ
と
号
。

一
昨
仕
組
問
一
間
持
日
下
普
及
副
部
点
土
詰
詳
長
軒
言
語
一
わ
訪
日
臨
む
れ
一
計

U

品川言語一見立て川唯一混時打日程

一
号
で
長
に
あ
る
。
ζ

の
予
算
を
一

M
Mヨ
刊

誌

銭

円

一

諸

詰

内

野

良

一

円

詩

的

許

諾

川

誠

一

忠

告

持

続

一

れ

れ

い

?

日

間

吋

駐

日

間

一

日

同

十

九

ど

も

は

そ

の

中

毒

一

h
日

開

一

日

誌

は

は

一

軒

封

印

M
M
詰

一

信

託

尚

一

品

一
事
適
切
に
執
行
す
る
よ

2と
L
Eが
全
員
そ
ろ
っ
て
世
捧
会
ぴ
望
捕
を
す
る
乙
と
じ
し
、
昭
和
四
十
一

qwfの
内
容
に
A
襲
警
の
学
校
一
る
。
乙
れ
で
も
一
一
言
入
程
度
し
か
入
級
一
働
か
せ
る
。
語
を
し
っ
か
り
身
に
つ
一
審
ピ
差
し
て
知
識
を
一
定
f
る
し
い
誌
に
な
る
が
、
理
近
町
一
言
摂
す
る
た
め
に
、
震
に
量
一
に
も
知
能
選
弁
護
裂
が
あ
D
J
Z

立
点
襲
警
め
て
住
署
し
て
い
一
箱
?
を
使
、
雲
の
蓄
を
一
一
一
言
与
を
つ
け
で
、
型
四
日
一
教
育
に
お
け
る
意
義
重
視
し
、
適
正
一
言
い
a

推
計
に
よ
る
と
、
対
賢
一
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
あ
品
喜
一
接
す
る
ト
口

υ似
た
よ
主
題
fd
一
市
内
小
学
技
の
学
力
調
査
一
一
員
、
と
一
蓄
を
は
た
ら
か
せ
て
一
考
え
、
た
主
主
ょ
い
と
己
主
主
わ
せ
て
い

由
民
と
の
号
、
震
兇
が
ふ
え
一
自
主
的
に
は
じ
め
て
い
る
。
一
票
ま
で
に
は
、
小
中
学
校
委
員
一
な
位
置
づ
酬
を
す
る
V
主
ミ
特
一
史
百
人
以
上
い
る
が
、
親
兄
弟
主
一
室
し
で
学
習
す
る
乙
と
が
翼
的
一
は
ら
ん
で
い
る
量
は
、
ほ
か
に
も
た
一
〈
に
襲
警
「
襲
撃
事
霊
一
め
る
よ
主
機
会
々
言
、
激
励
し
て
車
交
広
く
罪
主
争
え
れ
ば
、

ず
い
う
と
と
手
ー
市
内
の
寓
一
小
宮
霊
能
力
者
と
長
一
成
喜
た
い
と
孝
一
そ
い
る
e

突
き
一
盗
殺
に
い
き
、
特
殊
な
子
で
は
一

3
2
5春
、
暴
一
だ
こ
ん
な

2
5
5一
え
あ
る
・

3
3盗
塁
車
句
協
道
室
長
考
し
て
い
一
ほ
し
勺
そ
れ
に
は
机

5
2一
喜
な
い
と
い
え
そ
う
い
う
こ
と

警

差

是

星

雲

封

書

@

一

語

、

霊

力

量

、

z
u
d
一
会
話
、
警
暴
言
い
わ
一
な
い
の
で
雪
。
す
べ
て
の
に
ど
喜
一
重
量
警
告

cEし
一
利
点
は
き
さ
ん
あ
る
・

8塾

長

な

わ

れ

gx式
テ
ス
ト
皇
く
考
え
方
、
量
的
事
君
主
て
一
勉
強
さ
せ
る

5で
な
く
、
仕
事
も
一
を
ふ
ん
ま
え
で
一
品
個
人

E長

臨

ん

ば

り

を

害

か

な

い

と

い

う

ζ

と
が
一
ふ
れ
る
が
、
私
は
む
し
る
照
明
が
先
だ
と
一
毛
、

i
i
sミミ
3
3
3
i
5
3く
し

て

の

聖

堂

方

自

室

長

襲

一

い

い

つ

け

、

韓

金

な

遊

び

の

お

も

量

一

事

事

す

め

た

い

@

い

わ

宮

襲

醐
敏
宵
援
枠
牢
秋
に
ロ
1
レ

ル

指

数

一

一

一

々

正

一

一

一

一
宮
六
十
以
上
を
霊
に
調
べ
た
棄
で
あ
る
の
だ
は
な
い
か
i
・
一
考
ベ
ス
?
プ
は
最
高
援
に
き
一
問
門
護
金
出
雲
〕
守
中
原
小
学
一
世
P
T
A養
護
妻
サ
言
士
事
マ
松
原
小
学
梗
P
T
A
副
会
長
揖
障
英
子
仰
一
あ
る
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
ζ

と
が
、
一
え
て
や
っ
て
ほ
し
い
，

E
絞
も
そ
の
き
に
培
え
て
い
た
だ
き

ま
、
室
長
一
天
、
中
学
室
、
一
教
胃
袋
そ
れ
に
つ
い

3章
一
喜
朗
量
売
さ
せ
た
。
一
叫
氏
(
室
長
)
マ
太
語
学
校

E
A事
襲

撃

員

長

さ

ん

(

議

)

守

市

警

重

要

八

議

-

撃

事

務

崩

問

一

ζ

れをさ
2
同
う
け
て
い
る
と
思

5
4一
高
い
ま
笑
わ
れ
た
亨
一
え
は
、
一
た
い
@

丈
ぐ
ら
い
い
る
に
と
が
わ
か
っ
人
著
書
義
一
一
一

5、
昨
年
杭
一

ζ
ど
も
の
控
室
号
、
章
一
:
戸
建
袋
詰
)
守
神
田
中
学
校
P
T
A喜

多

総

豪

華

-

喜

四

一

こ

ご

と

長

襲

警

の

寂

大

い

に

雪

王

ほ

し

勺

警

皇

一
名
義
聖
徒
数
詰
一
回
U
あ

え

な

感

想

霊

長

さ

れ

だ

「

こ

一

安

全

管

理

義

孝

る

乙

毒

、

喜

一

軸

仰

醐

一

の

問

、

久

し

ぶ

り

に

孫

の

か

け

っ

乙

夜

醐
た
る
、
と
む
う
ち
指
数
間
選
七
十
以
上
一

醐
と
な
る
も
の
に
精
密
噴
査
否
実
施
し
た
一

酬
が
、
尿
検
査
で
た
ん
白
や
簡
に
異
常
の
一

醐
あ
っ
た
も
由
、

m庄
が
省
四
十
以
上
定
一

醐
っ
た
も
由
は
き
わ
め
て
少
な
か
っ
た
i

一

醐
懇
涯
に
は
学
校
か
ら
掲
示
を
与
え
、
一

醐
と
〈
に
異
常
白
な
か
っ
た
も
の
に
町
し
一

隅
て
も
、
食
事
@
遊
び
・
運
動
e
精
神
帯
一

四
伎
の
窃
か
b
指
噂
す
る
よ
v
つ
に
し
て
い
一

、
マ
句
会
事
は
玄
と
じ
て
暗
殺
揮
で
お
留
学

J

一

治
蹴
る
の
で
、
学
校
選
数
ぞ
な
わ
と
び
一

つ
幅
二
ノ
一
一
ど
一
y
汐
を
毎
回
時
賜
を
き
め
一

ら
田
て
や
壱
雪
に
し
つ
け
、
襲
撃
冨
も
一

弘

r
醐
だ
ん
だ
ん
ひ
A
U

汐
て
い
く
よ
フ
に
し
て
一

〈告3

大きな

学生たち〈富富士見JJ、学設で〉

骨
闇
市
民
サ
ー
ビ
ス
に
関
連
し
で
司
を
い
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
た
ず
抱
た
い
.
一
さ
ら
に
A
品揖掛け還罰読劇

vだ
が
、
平
帽
車姐

スポ
1
yを
や
る
乙
と
は
ほ
ん
と
F

ラつ一市のよ王

に
楽
し
い
ζ

と
壱
晶
る
し
、
ま
ず
い
み
る
一
る
と
乙
み
は
、
俄
の
都
市
に
は
な
い
e

だ
げ
引
い
ち
楽
し
い
も
の
だ
.
ス
ポ
ー
ツ
一
乙
と
し
も
A
体
力
づ
く
り
運
動
を
捨
進

白
描
レ
4
を
な
る
べ
〈
多
く
の
市
民
に
一
し
、
ス
ポ
ー
ツ
マ

y
m育
成
、
強
化
V

与
え
る
よ
う
な
配
閣
は
し
て
い
る
と
鼠
一
に
つ
と
め
る
@

豆
引
ぺ
丘
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
@
昆
総
額
縁
綴
鯵
g
p

pτAのヱキスパートたちは、教宵回調理t;::iJl!く立ち入ったところで屈

鮫章者続けてい ~t2o 親 bもまた、随所に蕨吾出し、品つみの品る怒jレ

告いにな。た. (1l!!獄告のスナップ〉
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2
2・市
内
-
小
学
校
語
、
数
授
が
ζ

一

撃
の
蓄
の
研
究
白
中
心
に
な
っ
て
竺

h
h
醐
敬
語
委
員
会
中
専
門
賓
の
指
嘩
を
受
げ
一

J
醐
な
が
ら
寒
村
に
う
っ
し
つ
つ
あ
る
.
一

醐
舟
問
中
原
小
だ
は
、
研
究
D
成
巣
一

醐
が
あ
が
っ
て
阻
揮
は
少
な
〈
な
っ
一
見
に
小
学
習
霊
会
へ
い
っ
た
。
私

て
垂
て
い
る
よ
是
貴
子
長
L

え
ど
も
の
ζ
ろ
と
は
謹
っ
て
、
近
む
ろ
の

醐
豊
富

2長
官
、
も
つ
義
一
乙
ど
も
は
ち
っ
と
も
乙
ろ
苦
い
・

ζ

醐
の
注
意
が
必
要
で
は
な
か
る
ふ
三
重
ま
で
一
が
ん
ば
る
と
い
品
製
な

醐
響
祭
嬰
覧
室
〈
若
の
は
一
〈
な
っ
た
と
す
れ
婆
3
3
え
も
の
だ
」

都
市
化
し
て
い
く
壊
の
震
と
も
い
一
と
s
i
e
A霊
場
和
し
た
運
動
能

醐
わ
れ
、
事
実
、
市
内
で
も
花
水
e
寓
主
一
力
、
意
志
力
の
売
突
を
は
か
る

v
i
l

醐
見
・
崇
曹
地
区
に
多
く
、
域
再
開
地
区
は
一
こ
れ
を
本
年
度
の
施
舗
の
大
き
な
柱
に

醐
ぜ
ロ
だ
。
貴
生
活
の
愛
必
、
過
剰
畑
町
議
一
し
て
い
る
。

醐
傾
向
、
遊
び
場
の
不
足
、
知
宵
に
渇
い
一
線
障

ζ

ど
も
た
ち
が
テ
レ
ピ
を
昆

醐
ま
わ
さ
れ
る
霊
や
家
庭
の
善
吉
一
喜
る
た
め
か
、
近
輔
が
ふ
え
る
傾
向

醐
探
図
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
め
れ
る
.
一
に
あ
る
と
開
く
が

iza

田
た
し
か
に
野
間
障
で
も
大
い
に
関
心
を
も
一
教
育
館
田
毎
年
、
強
康
診
翫
の
集
計

醐
っ
て
も
ら
い
た
い
・
そ
の
際
、
と
く
に
一
を
つ
ぶ
さ
に
検
討
し
て
い
る
が
、
お
っ

醐
注
意
議
い
た
い
C
と
は
、
肥
満
レ
て
い
一
し
。
る
と
お
灼
む
結
果
だ
ー
と
の
こ
と

醐
る
と
い
う
ζ
と
予
一
労
一
尋
感

e
R外
感
を
一
が
テ
レ
ど
の
見
す
ぎ
シ
F
あ
て
い
ど
溺

醐
も
た
せ
な
い
よ
三
つ
に
し
て
ほ
し
い
と
い
一
慌
が
あ
る
の
か
軒
究
し
た
こ
と
は
な
い

努
醐
う
ζ
と
だ
わ
ま
の
ζ
y志
は
、
私
た
一

。
醐
ち
の
と
吾
の
き
に
野
つ
ば
ら
で
号
一

向
私
書
か
け
ま
わ
る
王
五
つ
な
蓄
が
で
き
一

醐
な
く
な
っ
て
い
る
，
遊
び
は
、
か
喜
一

宮
糊
毒
害
す
る
戸
げ
で
き
、
磁
の
瞳
一

努
醐
嬢
由
た
め
に

U

も
た
い
せ
つ
な
こ
と
だ
一

初
出
戸
運
動
不
定
自
諮
に
関
返
し
て

A

く

からだ田発達!こ応じた運動能力吾育てるごとも、電車在沼教育が智負。ている

課題だ 体湾m~'t置を受けるために校躍にならんだ小

;4a 
〆詰議議L
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J6-50オまでの人

@コースは大月間甲f伊盟松
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{応募7耳問までに
体脊鎗内 体予青寄課へj

;"主主

民
庁
工
部
調
問
少
年
頭
は
、
五
宵
月
十
九
日
崇
昔
小
講
堂
に
膏
少
年
指
導

員
安
属
式
を
あ
げ
、
四
十
一
一
て
四
十
四
両
年
度
活
摺
す
る
指
噂
昌
扇

六
十
名
者
重
唱
し
+
匂
昨
革
ま
で
、
地
区
世
年
指
噂
員
と
し
て
通
学

区
単
位
に
学
棋
多
の
推
薦
に
よ
っ
て
い
た
も
の
を
、
主
年
度
か
ら
自

治
会
a
町
内
会
芝
選
出
母
体
と
し
、
胃
h
y年
指
嘩
員
レ
r改
称
し
た
.

書
嘱
散
も
前
毎
度
白
f

一
倍
に
増
員
し
た
.

爾の 執
晴天の時仁、市議の車L道内在ス1ピ]ドを出

して走っているドライパ』がいるが、路草創立

石援みで摩擦抵抗が少なしときによっては

レーんにはま担、ちょうど氷のJ己主患ってい

る状識になる。南天の時の寧1道内通行は、磁

力避けるようにしよう。

ζ
の
措
盤
は
、
①
抱
域
ぐ
る
み
の
胃
一
て
横
の
速
一
緒
を
と
り
、
市
や
学
校
と
も

少
年
寄
成
と
@
青
少
年
が
ξ
D毒
と
社
一
協
議
し
て
、
活
発
な
滑
創
世
浸
潤
す
る一

品
開
翠
掴
の
浄
化
に
襲
撃
布
く
四
十
一
予
定
た
。
夏
体
子
選
い
が
宵
少
年
諸

一
一
等
一
度
目
青
少
智
育
成
方
針
L
も
と
ず
一
君
を
は
じ
め
、
地
区
組
融
で
も
積
極
的

い
て
と
っ
た
も
由
で
、
そ
れ
だ
け
に
-
一
に
掴
噂
員
に
椙
談
空
か
け
、
明
る
く
正

新
抱
噂
員
に
か
け
る
期
待
は
大
き
い
.
一
し
い
韓
外
生
活
、
議
し
い
全
般
務
用
を

青
少
年
指
準
員
は
、
担
当
地
域
内
の
一
は
か
つ
て
ほ
し
い
。

見
蜜
沖
藷
の
韓
外
生
慢
や
、
と
と
も
金
一
新
径
の
背
少
年
掘
調
噛
員
は
次
の
と
お

や
勤
労
青
少
年
の
A
m
般
利
用
な
ど
に
つ
一

D
で

あ

る

。

(

敬

称

略

)

い
て
、
指
噂
と
相
談
に
あ
た
る
む
か
託
一
門
騨
轄
〕
清
水
寧
、
鴎
蝿
話
問
、

務
で
あ
る
。
ち
か
〈
濃
紺
協
議
舎
を
一
審
古
和
彦
、
一
一
宮
尊
泊
、
小
宮
世
間
江

結
掛
、
骨
少
時
課
内
に
事
務
所
を
お
い
一
稲
擢
繁
光
、
池
田
政
男
、
栗
原
経
基



も

盛
旭
中
と
片
岡
剛
パ
ヱ
醐
棚
田
聞
の
壷
島
川
は
輯
げ
た
湧
単
替
選
構
濁
融
専

用
緩
は
査
開
国
苛
崎
ず
ら
一
し
〈
、
向
田
醐
H
u
h
u
描
よ
い

ヱ
費
ず
で
広
一

主
月
二
十
七
日
、
海
岸
関
仲
離
を
ま
た
ぐ
花
水
辞
道
橋
が

戸
夜
、
花
水
小
や
摂
↑
訪
中
の
児
一
一
塁
誌
と
一
地
元
小
売
な
ど
も

参
加
し
て

ap初
め
色
行
な
っ
た
。
と
れ
と
時
を
同
じ
く
し

て
、
大
相
出
白
港
夢
、
議
楠
や
、
郊
外
で
は
金
回
世
道
描
も
兜
属

i
tた
。
己
れ
で
市
内
の
車
道
橋
は
全
部
で
十
三
か
所
と
な
っ

た
が
、
き
ら
に
八
嬬
神
社
前
に
は
総
建
長
八
土
ハ
討
の
X
型

室
橋
が
、
一
一
千
五
自
五
十
凡
詰
で
ち
か
く
持
F
ょ
す
る
見

込
み
だ
。
市
民
の
安
全
秒
吊
す
る
主
砲
は
、
揖
道
橋
の
分
野
で

も
着
実
に
進
ん
で
い
る
。
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
金
百
出

を
ま
た
ぐ
東
雲
構
事
者
持
や
、
全
国
で
も
め
ず
ら
し
い
と
い

わ
れ
る
道
中
学
校
む
通
学
専
児
童
楢
な
ど
言
奇

ζ

れ
ら
承
遺
構
に
投
じ
た
工
費
は
、
八
幡
神
常
む
さ
室
口
雰

す
る
と
き
っ
と
一
億
円
を
CZ一
凡
る
。
完
成
し
た
み
道
構
は
つ

ぎ
の
と
お
わ
J
G

門
市
関
係
〕
⑪
崇
韻
書
道
橋
(
百
年
度
察
白
九
m
?
五

日
工
費
四
百
四
十
一
二
万
円
〉
@
松
原
揖
活
費
拍
年
度
九
回
@

冠
制
四
百
六
十

Z
H円
弱
槙
士
見
事
滋
橋
(
削
年
度
九
日
?

一
一
一
一
れ
七
言
函
十
七
万
円
)
③
花
水
町
造
橋
(
羽
年
度
九
二
M

笠
百
六
十
五
万
円
)
m
w
東
繋
橋
揖
道
橋
(
刊
四
年
度
六
五
計
五

百
二
土
万
円
)
⑥
金
旭
中
通
学
事
道
橋
(
拍
年
度
事
u
M凶

百
四
十
在
万
円
)
。

〔
車
関
係
〕
①
神
田
安
滋
議
(
延
長
一
七
・
r品
川
削
工
費
四

百
五
十
万
円
)
@
潜
血
伊
議
檀
円
一
一
一
七
二
ハ
M
一
千
万
円
)
@
大

野
山
葬
道
層
ハ
…
六
民
一
九
百
七
十
万
円
)
④
八
時
江
田
〕
出
宅
地
橋
ハ
一

笠

t
h目
玉
台
六
十
四
万
円
)
⑤
市
撹
雨
前
出
迫
田
畑
〈
一
八

二
九
M
五
百
一
一
一
十
方
向
)
。

門
密
閉
揺
〕
①
市
民
セ
y
h
m
l
前
詳
涼
櫨
(
延
長
一
回

・
五
日
制
工
費
六
否
定
十
万
円
)
②
一
松
原
民
謡
返
品
道
橋
(
一

四
工
品
川
相
五
一
月
五
十
万
円
)
@

鶴野県選t;、ら旭地区へはいる東軍軍事誌の捗遊構 変りだねのひ

とつで、車と完全iこ分離、人のほか蕗転車まで刻用している

一
部
に
あ
っ
た
。
補
助
申
請
#
じ
、

補
助
金
吉
見
付
世
受
け
た
以
よ
は
、

r

分
に
事
業
主
障
で
あ
る
こ
と
の
日
誌

を
も
っ
て
事
務
事
業
主
行
な
う
ぺ
吉

で
あ
っ
た
a

わが子たちのために市内によい環境部在保しよう

関係団体の代表78名が集まヮてく社会環境内浄化合促進

する会〉が発足し、地域ぜんよの人の参加を得て活動を

展関している、あなたの積極的な支援も・。
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梅雨期の病
揮年のことながら、気滋己そ盛夏ほとではないが、毎日のよ

うに雨が障担、夜気の多いもいやな樺南期かやってきた。

臨南耳耳?立、生物は属Dやすく、入閣が梅雨をうらんでぼやい

ているとき、準田重富類やカピ額にとってはか書入れ時となるe

人間辻、言霊視多視の気候になると、購誠治勺にも肉体的にもか

らだが弱虫、よく舷れなかったIフ、宜執が帯ちたりいいわゆ

る不懐指数が上がる.乙由ようなときは、からだ由揺抗力がな

くなD、揖嗣や能関など巴病原書翁は陣内に進入するし、すこし

いたんだ貴駒聖士べると、調イE雪量の病気も許発する。 、

障療な人は、すこしぐらいの病原菌が口からまいっても、な

かなか病気にはかからないが、周聞の環主義*'悪いと、紹菌頭目

ひと D蝉台となり、瞳躍なλでもたちまち病原華麗におかされて
しまう e 撞康な人が帯暗躍軒こカミ

ーザ調.. かる病気の大部分がサルモ主ラ
一喝， .自やプド白球菌なとによって発

病ずる宜中毒で、構璃革尽にはい

ちばん"'<発笠ナる病気でもあ

る.
帯夜草野士、赤痢や疫病などの

を整えなければならない。特に
ζ どもはおとなに比べて誌誌記力

が弱いので、己どもを病気から守るには鋪ばか白でなく、周囲

自主みとなたちが主主購しなげればならない。

時協や疫痢などの鵜化器系伝海病の予防方法は、賞事の訴に

は必ず苧を洗う、野菜は情議して{使う、さしみやかきなどのな

まものは、あま百食べないなどのほかに、なまもりは陪蔵障で

も長く担存しないも寵の中白通気性をよくする、日射を十分に

1利用するなど、 EE活理携をよ〈することもたいせつである。

また、 E恥からはじまる笈まつl!の主ノーズyには、 ζ どもの

麓くだしが発去する。疲れたからだに貴べすぎれば、 ttんζ な

胃腸でも三まいってしまう。
曲以，命を多数習った疫痢は、お互いに気をつけるようになっ

たことと、良い輔ができ士ため少なくなったが、決して無防舗

でよいわけではなしすこしむ注意で完全{

正平擦係鎚拶軒。

める



の予紡接種カレジダーを発表した@

結核鍵庫診断、吉臼ぜき・ジブテH
ア混合、小児まひ'Eロクチジ、イジ

フル:r:yil'、種療の各予防接種など

が組み込まれている。乙の日程は、

舟後毎月の広報紙でも重ねてお知ら

せするほか、予防接種のあるつ丘、

羅臼の広報無線放送、有融放送など

でも予告する。ヌヲ象者が残らず受け

日 前・中央理協金百支所

捜@北金百青年金銭

" 10目前@片隠青年会館

世・金自公民館

'" 11目 前@在苦情公民館

接・草島公民舘

" 128 前@金回公民館

控・貰寵大学

7!'l13目 前@授業技f育研究明

" 14日前 a掴坂商事会所

後@上万白集会守f

" 16目的 e悟珪集会

能，担公民館

'" 178 前。吉沢小学校

説、'ごと属主公民責宮

# 18目 前・中原公民賠

後 s中原虫民館

" 19自前 e 旧四之宮公民館

佐@八I曙公民館

? 20目前豊田公民館

'" 22日町J'真土公民唱

f受脅東中原公民館

7月23日 前・横内公民貧富

続・神田安協

'" 24日 前 9 大神公民宣言

後・神田公民摺

。25目 前・紫菟幼控陸軍

。 後也大久俣民間

t 26日 前 e上平君公民舘

接，春日神社

'" 29日前。按安寺

能@八重"ioillT第 2分間

7月3日日 前，第 4 区目;台余文{~

会館

後・捷三と莞公民館

。31目 前 e 花水台母子寮

能・花刀く公園

g月 1自 前・市役再千庁舎宙開

V 2日 前・車輪汚

後事南京去民自

'" 5目前。競斡

後，アジミ閣

(; 6 B 宵U.責主幹ι
t圭...ヰフ寂読

.. 7日 ・白木百長盟〈問者J)

使・花刀ご公民需

88 古'1~ ~官、町在三主理笠宮前

捧"奇>;it己、巨嘉吉事検査場

9日 前 s若松町公閤

fょ，松予(C~見受宮

12日前 e 粟蓮寺

9J守宮目 揖鳥公民館

タ ゐ日 金属公民主宮

~ 9日

'" 10臼

" 11日
d- 12日神田公民舘

。13日

'" 16臼- ，.-" "，_，，，園児写 ι"t""I:;:) V'-Î~_ノ ζ;‘正弘

。時日八幡公民館

。20呂 彊宰聖公民館

9 24日 桔京公民躍

。25日 窓会見公民館

。26臼松原公民館

。27日崇茜公民間

9 '30日 !日間;2:館公民館

11!'l8白 金活公民館士重量小宅司焚

タ 9臼組公民館宮沢小学校

9 11臼 豊 田 公 民 館 開 原 公 民 館

9 1Z8 城 島 公 民 館 同 時 公 民 館

神田ヨ公民館

~ 13日 金日ヨ公民館真土公民館

ク 14日八曙公民館松原、公民館

{I- 22図 書富士見公民館

。25日中原公民館

~ 26臼 i日四五主主醤公民館

。27日花水公民館

。28臼 須幸運公民館

~ 298 見附台武道場

壊現対富良・①沼43'2 ・ 1~昭43' 8 
切 31臼までに生まれた揖ちゃん，

③昭37~4"2"'"宿召38 ・ 4 ・ 1 臼
に生まれた揖ちゃん。

麹巡爵担草量

12月 2日王宮沢小学校土屋小学校

'" 3日金自公民館豊田公民館

タ 4日富士見公民館隠輔公E号
食官

ク ラ日1I旦必民館金a公民鍍

'" 6白神間公民館城島公民館

。7臼松原公民館

ぷ 9臼中原公民館

# 10日 間四之宮公民館

。11日 花水主主民館

ク 12臼須賀公民館

9 13日八幡公民館業を書いてお出しください。瀦あて先@平草市港翠喜田了9番 1号@平 。14臼 見s{;j台貫道場

塚市役所広報課赤ち 重量搭月、描せん白うえ、 1人ず [繍対韓①昭43'2.1~43' る .30
つ広報紙に揖設。掲載広報 紙 閣 を 差 し あ I 日までに生まれた鵡ちゃん。開 古 沢 小 学 捜 土 屋 小 学 校

げます。(広報輯) i I 42' 7 • 1 ~43' 1 • 318までに 。 金自公E号館盟問公民館

i 生まれた諸ちゃん③生後18か月宋 (/ 118 箆ギヒ見公民宣富 岡崎公民
一一一 精子でいままでに 2屈の投与を受 館

後・主主善王寺民貧富 1/ 19尽 沼公民館蜜国公民摺 軍事巡臨庭穣 13臼 神間公民館揖島公民鰭

" 14目前 e芸高平幼融圏 ク 20日神的公民館松原公民館 10月 1白金臼公民館土沢中学梗 14臼松原公民館

挫@タ際ヶ丘独身寮 ク 21沼 富 士 見 公 民 館 '" 2日金田公民館路公民館 y 16臼中原公民館

'" 1ラ自 前@千石向車守事宅金銭 ? 248 1日四之践公民館八曙公 タ 3白 神田公民館 謹ヨヨ公民館 178 1日四之宮公民館

銭。漁業協同組合 民 館 ナ 4日富士見公民控松原公民 (; 18臼花オて公民摺

'" 16自前 e盛きよ氏宅 y 25臼中原会E号館 館 。19臼須賀公民館

投@須賀公民館 。26日 須賀公民館 11 9 ヲ日 須賀公民館花之官公民館 。初日 八幡公民館

? 27日 花水公畏摺 ? 7臼 18四之盟公民館八幡公 j< 21沼 見附台諸道場

(3慰め巡回毘程) I # 8白 中原公民館

10月 16日吉沢小学校土~!l，学捜 '" 9日見付合講道場
盟文す重食 e ①昭42.1 1. 1~日 4 .30ま ク 17日金自公民鍔金臼公民館

でに空れた?ff，ちゃんけ田持撞) I? 18尽同時公民館域高公民館

②昭針。11.1..-._，42.>1 .308までに 19臼 旭公民館豊田公民館 I 6月24日から、昭和43年度言語犬主差損

壁れたそ子と42年杭にi当11期の接唾 21日!日I"l之宮公民館八幡公 よ第}白玉E犬病予防注射を巡回で行

を終えている子()日議種 t宅捜A ム なう。登鋸は 300円。苧紡注射手数

鋸巡回回程 '(1@め〉 ク 22臼神田公民館花水公民館 額対韓@生ぶれて3ヵ月以斗の人で 軒は 200月で年 2回行な 5.
8!'l198 吉沢小学捜土屋'J守二世 ? 238 富士見公民館 宮田続けて接種。 額巡回認草呈

t- 20日 金 自 公 民 祭 主 主 回 会 民 館 24日 中原公民館 額巡回自寝. (ー固め) _ 1(;月四百@拍-]1時一七沢f費協支所]1

v 21日間階公民話域畠公民館 25日須賀公民館在号、公定鐙 11月 1回全自主主民館土塁悪小学捜 時半-12時半金呂公民館・ 13時 半

l' 22日旭公民需盟国公民霞 26日見荷台豆電壇場 。2日旭公民館吉沢小学校 -15時居公民館ー

。23臼神的主主E喜男松原公民館 タ 4日関回公民館南原公民館 6月初日・]0-11時半神田公民館

c- 24自 主富士見公民宅 ;- 5日 域酪公民紫関崎公民鰭 12時司会一13時半真土公民館.14時
'" 26日旧四J之邑虫記士八曙公 神田岳民館_， __. I -15時豊田公民盟

reh官 。6日 金国公民館 再ここ公民館/i 6月27日 '10-11時八幡公民館@汁。27日中!閉会員時 。7百八時公民館餌@.…f一¥山号山 時半-12時半中原公E当官 .13時半
ク 28自彊買公民:括 審議対轟聖母生接ラブト月から10か月まさ '" 1ラ臼 富士見公民~il I -15時富凶土見公毘館
!/ 29日花水公民担 の乳児

タ )6日中j宗公民館
'" 30日 見附台武道場 題意巡回目程

(2臨め盟国現程〉 9月 28 土屋2小学校
9月16日 吉沢小学校 二1:悪 j、学捜 ? 3円 予言閉山さ制桔

す 18臼 旧四之宮公民悶

'" 19日
(; 20日

6月28臼.]0-11時崇善公民館・ 12
時 13時半花水公民館。 14時 1ラ
須賀公民館。

，，'写と特有ド 湖南地万では野

当のけしが大震に発見された.

縫牢授が強、セチゲルム穏で下

械の砂，.，も多 <Mれた.ゾ

ム"-7.1.1'"ム種とともに館えて

はいけないけしで第丈はせいぜ

い鉛セ Yチど'".多から 5月

にかけて務ぃ赤鴛色のぴ三えの

犯を咲かせた白発見したときは

布衛生隷か係鍵湾海ヘ逮絡を a 



があるの Lこ歩道

治 意4年 (1180) 8月額頼朝

が中央政権にたち向って担豆留

に兵を起こすと問時の議実はこ

域離 れに馳せ料以来頼朝臓の
J1JE豆として鞭倉幕府に宝置きをな

高澱輯穫 した。義突のあとは孫の罰崎千

平車市と世耕原町とにまたが太郎家忠〈真由与一接点主の子〉

って関崎古域社がある。その広首孫の岡崎太郎義E冨・同二郎突

さは約3万平方来。平塚市に開村が融いだ。

する入山瀬弘980m'、西臨地 8 室岡了時代に入って康正 2年

，468m'、伊勢原且丁の馬渡仏491，(1456)三浦力骨軒高がこの揖に

ば、大fiJ2，396m'となっていてー入D込み罰干の三浦義間〈よし

ノト字は城山 e域下・ 5筆陣・山之 あっ〉に伝えた。譲硲〈のち入

桂等である。乙ζは岡崎という道選寸〉はここに拠って築城し

地名古?示すように台地で本丸跡た。本丸・ニノ丸・槽などはこ

と伝えるあたDは揮高35mとい jのときむも白と考えられる。

われτいる。 小田原域主大車筑前守藤頼は

酎近にはこの丸騨@槽跡@堀一瞬r54年 (1493) 2月明嬰新九

跡などいうと乙ろがあり大手口部長氏に逐われてこの城こ逃げ

を西にもった〈大手は東南とい主主びようとしたが、三滞民の潜

う説もある〉山捕で南方は断崖塙であることに気がつき自的地

となっている。 ーを真由賊にかえたことがある.

平安時代末期三浦EE商議舗の 次いで永lE9年 (1512) 8月

四男四郎議実(11l2~1200) 1;! 

附近在領して ζ 乙に館〈やか

た〉を揖えたことにはじまると 局三浦諮問入道道寸の数jむとな

いわれる。私はさる年本丸跡を 担岡崎t~並立ついに北条早袈〈開

揖いて沼石(<ぽみいし3を採現長氏〉の宇中に帰しやがて路

l 取したことがある。乙のあたり 域となった。

はすでに原拾のころから古い平 今も城主止のあたDにはむかし

器人が住んでいたのであるa のE訂l!i7O!室長っている。
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